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ブ ルネイ華文文学の 本土性に つ い て
一 海庭､ 鹿､ 林松岸の 作品か らの 連想

-

荒 井 茂 夫

初め に

筆者はこれ ま で普遍的文学ジ ャ ン ル とし て の微型小説の 研究よりも ｢華文｣ と冠され る特殊

性に重点をおい て華文微型小説を研究して きた｡ そ の 点で は微型小説意外の ジ ャ ン ル も重要な

材料で ある ｡ ブ ルネイ の 華文作家の 多くは詩作から文学の 道に入 っ て い ると いう
-

凡 の 指摘

(｢ 東南亜華文文学選集｣ ブ ル ネイ巻の序文) に したが っ て 見る と､ 確か に ｢ 東南亜華文文学選

集｣ の 序文の 中で紹介され て い る 19 人の 作家の著作は詩集が多い ｡

そ こ で 本稿で は､ ブ ル ネイ華文作家の詩を題材として ､ ブル ネイ華文文学が抱えて い る本土

性が希薄で あると い う王照英の 評論をて こ に して ､ こ の 間題に つ い て 考察す る｡ ブ ル ネイ華文

文学の 属性とい う問題意識から ブルネイ華文文学を見ると ､ 微型小説の み で は材料が足りない

とい う問題もある の で ある｡

本論文は 2 00 6 年 1 0 月 2 7 日 -

2 9 日 ､ ブル ネ イ で 開催された ｢第六 回届世界華文微型小説研

討会｣ で 発表した論文を加筆補正 したもの で ある ｡

1 . ブ ル ネイ華文文学の特殊性

東南ア ジア 諸国の 華文文学環境は シ ンガポ
ー ル を除くと ､ 皆 マ イ ノ リテ ィ

ー

の 文学とし て の

様 々 な困難を抱え て い る｡ ブ ルネイ華文文学も共通する困難な問題を抱えて い るが ､ 特徴的な

問題は､ 華人人口 の 過少と華人の地位の 不安定に原因す る華文文学規模の 全体的な小ささ で あ

ろう｡ 1 9 8 1 年 の 人口調査で は全人口 1 92 ,8 3 2 人の 内華人は 39 ,4 6 1 人 で 20 % を占め て い たが ､

1 9 8 4 年独立後は増人 口に対す る比率も下がり 2 00 4 年 の統計で は総人口 3 6 5 , 2 5 0 人中華人 は 1 5

% を占めるだけ で さ ほど増加して い な い ｡ 劉華源に よれば､ 英国の 統治時代に ブ ル ネイ華人は

華人の利益を代表す る政党や非政府民意機構を つ くらず ､
ほ と ん どの 華人が楽観的に考え て い

た｡ 独立前 に ｢ 華人の 境遇が どうなるか分か らな い｣ と い う不安な状況下に ､ 多くの 専門家や

石油技師
･

熟練工が出国す ると い う移民潮流が起こり､ ま た彼らが移民先で歓迎され､ 尊厳 の

ある愉快な生活を送 っ て い ると い う消息が広ま っ た ため に ､ 本来移民を考えて い なか っ た人達

ま でも移民す べきか どうか動揺した｡ 加え て 独立後の政府も華人に 対す る市民権付与の 問題や

無国籍状況に 陥 っ た華人に対する政策な どが不明なまま で あ っ た ため に , 華人の 間 に不安が広

が っ た｡ そ の結果､ 第 2 波 の移民潮流が起こ っ た と い う｡ 独立 時期の 華人人口の 20 % が公民

で ､ 3 0 % が 永久居民､ 50 % が臨時居民で あ っ た と い う ｡ (
-

凡 P 2 1) 公民 に なる に は殊更に 困

難な マ レ
ー

語 の試験に 合格しなければならず､ 合格す るもの は少なく､ 無国籍華人の 救済は進

ま なか っ た ｡ こ れに よ っ て 大量の 華人 エ リ
ー

ト層や商業的成功者､ ま た知識人が流出し､ 当然

多くの 文学愛好者や読者 も流出した の で ある｡ ( 劉華源 ｢ 在変化中的文釆華文文学生態｣ 星洲
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独立か ら これま で 2 2 年の 間 に筆人人口 はさして 増加し て い な い こ とが分か る｡ ま た 8 校 あ

る筆文字校も学制が変わ っ て ､ 華語教育は中心から外されたため に 葦文文学読者人口 も頭打ち

となり､ 文学後継者の確保も困難にな っ た ｡

2 . 林松岸の ｢ 本土性｣ に つ いて

こう した社会状況の下で は､ 華文文学は規模の拡大に よる発展よりも必然的に質の 向上 に 向

かわ ざるをえ な い ｡ こ の点は王照英の 文章 (｢ 文華文学吃立不揺｣ 星洲日報 20 0 5 年 6 月 1 5 日)

で 指摘され て い るよう に ､ 世界華文文学とい う大きな宝庫を文学的自己啓発の場として ､ ま た

交流の 場や読者市場とし て ､ さ ら に寡聞作家や読者が切瑳琢磨 して 向上をめざす場とし て位置

付ける こ と に よ っ て ､ 規模 の小ささ に よる質の退行を防ぐことが出来るの で ある｡ 正 しく ｢在

資訊十分登達的今日､ 没有本固出版的華文報及没有華文書店､ 再也不是
.

i文筆文筆落後於人有説

服力的理 由｡｣ ( 王照英) な の で ある｡ 劉華源は､ 2 0 0 4 年 5 月 に 成立した ｢ ブ ルネイ華文作家

協会｣ へ の 参加者が少ない原因の
一 つ に 作家と い う名称が大げさ に響 い て 文芸愛好者が自身を

作家と称す る に は相応しくない と考え ､ 結果的に参加した い と思う文芸愛好者を排斥す る こ と

にな っ て い ると指摘して い る｡ しか し こ う した問題は､ 文芸愛好者自身が意識の川を踏み越え

れば
､ 実 に簡単な作家と して の飛躍とな ろう ｡ 職業作家も元は皆

"

無名
"

作家な の で あ っ て ､

作家は必ず著名に ならなければならない 理由はな い し､ 生活の 全て を著作の ため に犠牲にす れ

ば作家という名称に相応 しくなると言うわ けで もな い ｡ 況 や華文文学世界に職業作家とし て生

計を立て て い る者は､ ほ と ん どい な い の で はな い だろうか｡ こ う した状況を考えるとブ ルネイ

華文文学は､ ブ ルネイ と して の個性を追求するばかりで なく ､ 華文文学全体の 中で発展を模索

する とい う方向が展望され る の で ある ｡

た とえ ば林松岸の 作風は､
-

凡に よ れば ､
ブ ル ネイ華人の不安定な社会的身分や境遇 (｢ ジ

プ シ ー

的｣) を よく反映して い ると いう｡ < 四 季風 > (｢ 秋天的過客｣ p 14) は そ の代表的作品

で
､ ｢ 地 に根を生や し て定着 したくて もしよう がな い と い う悲哀と落胆を深く表現して い る

(｢ 深刻的表速了這種無法落地生根的悲哀輿無奈｣) もの だ と言う｡ 生 まれ育 っ た国 に正当な位

置を得るこ とが で きな い自身の境遇を ｢ 海に 陸に 漂白す る四季の 風) (｢ 在海上陸上療泊｣) に

託 して ､ 何処 へ 向かうか知る由もない ジプ シ
ー だ と詠 っ て い るが

､ 確か に ブ ル ネイ 国家に対す

る帰属意識という点か ら見ると､ 5 - 6 万人の 華人人口 の わずか に 5 % の み が公民で あると い う

ブ ル ネイ華人社会の 特殊な状況を反映して い ると言える｡ しか しそ の 故 に
-

凡 が言うよう に本

土性が希薄で ある とは
一

概 に言 い切れな い と思う｡ なぜ ならそれ は作者が政治的或い は社会的

帰属感をブル ネイ に抱くこ とと､ 自身が生まれ育 っ た自然や文化に共感す る こととは別の話だ

から で あ る｡ 林松岸が ､ ｢ 出生地主義と生まれながら持 っ て い る権利を否定され､ 無情 に も家

族はばらばら に なり､ 無国籍難民に な っ て しま っ た｣ (｢ 体否定了出生地主義和典生倶来的権利､

且無情地是我家離人散､ 倫為無国籍難民｣) ､ と い っ て 自ら の境遇に悲嘆す る所からは国家に 対

す る積極的ア イデ ンテ ィ テ ィ は表現されば しな い ｡ し か し同時に ｢ こ こ は私が生まれた家で あ

り｣ ､ ｢ こ こ は私が育 っ た故郷で あり｣ ､ ｢ こ こ は私 に属す べ き国で ある べ きだ｣ (｢ 這裡是我出生

的家園｣ ｢ 這裡是我成長的故郷｣ ｢ 這裡是磨展於我的国土｣) ､ と 言 っ て 大地に 対する深い 帰属意

識を明確に表現して い る｡ 一 方彼の詩集 ｢ 犀烏郷情｣ に は < 長屋聴雨 > ､ < 河光山色的長屋 > ､
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< 砂卓山 > ､ < 神山的故事 > ､ < 雨樹 > ､ く 桂譲江的現実 > な ど､ ボ ルネオ の 大地を賛美し深

い愛着を表現 して い る作品が非常に多い ｡ < 在丹械馬魯沙灘上 > (｢ 犀鳥郷情｣ 28 頁) は タ ン

ジ ョ ン マ ル ー の 戦 い で英国植民地主義に虐殺されたイ バ ン族勇士 に 対する挽歌だ と言え よう ｡

こ れ らは正 しくブ ルネイが属す るボルネオ の大地に対する愛着と帰属意識の表現に他ならな い ｡

そ して そ の 愛着や賛美は境遇が変われば ｢私が生まれた家園｣ ｢ 私が成長 した故郷｣ ｢ 私 に属す

べ き国｣ に対する賛美と愛着とな っ て ､ 国家的社会的帰属意識に転化する もの で あろう ｡ 言い

換えれば ､ 林松岸に と っ て 国家社会的アイ デ ンテ ィ テ ィ の代替と して ボ ルネオ の 大地に対する

愛情が表現され て い ると言う ことな の で ある｡ そ の 点で は､ ボ ル ネオ の 華文文学という大きな

範噂をた て て ､
サ ラ ワ ク の華文文学と共通す るボ ルネオ の郷土愛の 表現と言う こ とも出来るわ

けだが ､ そ れ は ｢ 本土性｣ がな い と いう こ と に はならな い ｡ な ぜ なら < 四季風 > に描かれた ブ

ルネイ華人の 特徴は マ レ
ー

シ ア に属す るサ ラ ワ ク の 華人状況とは異なるか らで あ る｡ ｢ 本土性｣

と い う言葉の 概念は必ず しも郷土 に対す る直接的な愛着の表現で なければな らな い とい う こと

で はな い ｡ 無国籍で ある故に ブ ルネイ国家に対する帰属意識の 表現が出来ない な らば ､ ボ ル ネ

オ の大地に 帰属し､ 大きな華文文学世界に自らの 文学を位置付ける こと に よ っ て 発展の 方向を

見出す ことが出来るの で はな い だろうか ｡ ブル ネイ の隣､ マ レ
ー

シ ア
､
サ ラ ワ ク州クチ ン の 華

人作家､ 呉岸が ､ 自 ら泣譲江畔の詩人 ( ラ ジ ャ ン河岸の詩人) と称 して い る の は マ レ
ー

シ ア 国

家に対す る帰属意識よりもボルネオ､ サ ラ ワ ク に 対する帰属意識即ち本土性を表象して い ると

言えよう｡ 油城 ( ブ ルネイ の華文に よる別称) の 詩人や油城の作家が国家の 枠を超え て ､ 世界

華文文学に登場すれ ばよ い の で ある｡

3 . 海庭の本土性に つ いて

-

凡 はまたブ ルネイ華文文学に は
` `

本土文学伝統
"

は なく､ 本土性がな い ため に特 に個人の

自我の 表現 に重点を於く方向に あると指摘して い る｡ ( 没有本土性以及側重表現個人自我的垂

術導向 p 2 1)
` `

本 土文学伝統
"

と い う文学史的特質とい う の は､ 多く の
"

本 土性
"

を表現す

る作家や作品の蓄積に よ っ て形成されるもの で あるか ら､ 独立後わずか 2 1 年 の短 い 時間と華

人人 口 の 20 % の み が公民 で あると い う特殊な状況に ある ブ ルネイ華文文学に は文学史と称す

るだけ の量的蓄積はな い か も知れな い ｡ しか し本土性の 概念に つ い て ､ ｢ 所謂本土文学が指す

の は生活の周辺で起きる全て の こ とな の で ある｣ (｢ 所謂本土文筆指的是反映生活的周遭所蓉生

的
一

切的文筆作品｣ p 2 1) と言うな らば ､
そ れ は日常性の こと で あり, や はり本土性を ブル ネ

イ的個性の 中に表現 した作品は少なくない と い う こと に他ならな い の で ある ｡

海庭の < 移民組詩 > は全編 29 章 の長編で ある ｡ ｢ 東南亜華文文学選集ブル ネイ巻｣ で は ､
そ

の 内の 5 章ま で収録され て い る｡ こ の詩は､ 既 に述 べ たよう に ､ ブ ルネイ華人社会と華文文学

の 特徴を形成す る基点とな っ た移民潮流の 時代の 日常の 生活感触を詠 っ たもの だ ｡ 第 1 章で ､

｢ 将来の 運命は どうな るか分か らな い の に ､ 自国の月より外国の 白い月が良い と い っ て ､ 誰も

彼も移民しよう とす る｡ 遠 い 昔父祖が赤脚空拳で ､ 逃難して きたが､ 今度は血汗を流して 稼い

だ金と家族を連れ て逃難 しよう とする｡ ｢ い っ た い な に から逃げる の か｣ (｢ 逃的是什磨難｣) と

言 っ て 疑問を投げか ける｡ 2 章 で は､ う らぶ れた町の情景を詠み､ 3 章､ 4 章 で移民の悲劇を

詠い ､
5 章 で は､ 移民組詩はこ れが始まり に しろ終わり に しろ､ 移民が失敗に な っ て も責任は

自分に ある (｢ 算錯了自己負責｣) と言 っ て
､ 移民潮流に対して 冷限 を向けて い る ｡ 6 葺から 28
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章ま で ､ 自分の 家族の移民をめぐる感慨も含めて ､ 個別の 事象を詠い ､ 最後 に自然の 時間の 流

れ に仮託して ( 移民潮流) は ｢ 既 に過 ぎた こと で はな い とし て も､ お 日様の ような熱はす で に

冷め ､ 次 の
一

局を どう進めるか､ よく考えるとき に な っ た ｡｣ と締めくくる ｡ 本土性を表現 し

た傑作と言う べ き で はな い だろうか｡

こ の < 移民組詩 > の全編は < 果菜鮮鼻串起来 > と言う詩集に収められ て い る ｡ 同詩集に は こ

れ に関連す る幾 つ か の詩が掲載され て い る｡ < 那些年 > ( そ の こ ろ) は ､ 移民潮流の 中で 人 々

が焦燥に駆られ て移民の道を探し求めた時代は名状しが た い恐怖と矛盾に深く飲み込まれ て い

た
｡ 移民 の前途は分か らな い が ､ と に かく目前の焦燥よりは､ 彼方 に希望を見出せた の で ある､

と詠 い ､ ｢ 潮流は こ の よう に して巻き起こり､ 様相は変わ っ て い っ た｣ と い う ｡ そ の変わ っ た

様子を < 変 > ､ < 木箱 > 等 の作品で 詩的に表現 して い る｡ 前者は教室か らク ラ ス メ
ー トが 一 人

また 一

人 と い なくなり､ 子供たちの数が減少 した教室で ､ 先生が生徒の 対して 皆前列に 座るよ

う に命ず る情景を措き､ 後者はあの道 こ の道､ 家 々 の 前 に並 べ られた家財を積んだ大小の 木箱

が ､ 毎 日少 しづ つ 海を越え て 無くな っ て い く様を措い て い るもの だ ｡ < 博 > は 10 行 の短 い 詩

だ ｡ う ら びれた 194 0 - 5 0 年代 に戻 っ て しま っ た ような ､ 2 0 0 0 年の 時点の 町並みに 呆然と して

たたずみ ､ 記憶 の 中から灼熱の道路を自動車が行き来す る様子を引き出す ､
と い うだ けの 作品

だが
､ 移民熱か ら 1 5 年以上経た今日 に おける感慨を詠うもの で ､ < 移民組詩 > と こ れ らの 詩

群は､ ブ ル ネイ華人社会の時代的特徴を背景と したブ ルネイ華文文学の 本土性を よく表現して

い るもの で ある｡

林松岸の 作品と同じく国家に対する強い 帰属意識が表現され て い るわ け で はない ｡ ま た こ作

品の 本土性を感じ取るこ とが出来る作品は､ 必ず深 い情緒的な帰属意識が表現され て い る作品

で な ければならな い と言う こ とはな い ｡ 日常 の生活描写から自然に表現されるもの な の で ある｡

そ れ が ブ ル ネイ華人の本土性の特徴で あり､ ブルネイ華人社会の身分に関わる特殊性を反映し

て い るもの で ある｡

4 . 日常性と
` `

本土性
"

ブ ルネイ華文文学は､ ｢ ブ ル ネイ に民選に よる国会がな い の で 国民の 政治に 対する関心が薄

く､ ま た天災人災もなく国泰民安的環境にある の で時 に感 じ国を憂え る､ と い っ た類の 作品は

少な い ｡ ブ ル ネイ華文文学の発展の可能性は､ 作者自身の人生､ 人性､ 天地宇宙など の普遍的

課題に対する思索を表現する方向に ある ､｣ と言 っ て い るが ､ こ の 点 に つ い て は海庭の 作品に

も確か に見られる傾向で ある｡ 彼 の 詩集 ｢ 人生酔過｣ に は 97 編 の 詩が納められ て い るが ､ そ

の 内､ 人生 (回顧､ 恋愛､ 朋友､ 交際､ 決断､ 仕事､ 生活情景､ 追憶､ 理想等を詠む) に関す

るもの は 2 7 首 あり､ 最も多い ｡ 継 い で天地自然その もの を読む作品が 19 首､ 天地自然現象に

人生を仮託す る作品が 1 1 首､ 身辺墳事が 1 8 首､ 悲惨な外国の 様子や外国の ベ トナ ム難民､ ア

フ リ カ の戦争な ど之作品が 17 首､ 社会問題等 5 首､ の よう に分け る こ とが で きる ｡ ま た陳登

忠氏に頂い た作品は散文 3 2 ､ 詩 は 90 首 ある｡ 詳 しい解読は して い な い が ､ ざ っ と見ると､ ほ

と ん ど全て が人生及び生活墳事に関わる内容で ある｡ ひ とりの 作家の まとま っ た作品をこ の よ

う に 見る と､ 王照英の指摘す る普遍的的課題に対する思索を表現す る方向に ある の は確か に 当

た っ て い ると言えよう｡ た だ それがブ ルネイが君主政体､ 即ち王制で 国泰民安で ある こ とと の

因果関係に つ い て は､ 作品を通し て の証明はで きな い ｡
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王照英が指摘する よう に本土文学が ｢ 指す の は生活の 周辺で起きる全て の こ とな の で ある｣

な らば､ 日常性を描い たさ まざまな文学ジ ャ ン ル の作品か ら本土性を読み取 っ て いく の が研究

者の仕事 とな る｡ そ う した視点から ｢枚華文革｣ ( 汝莱華文作品選集) から鷹の 二作品を読み

解くと､ や はり日常性と本土性を明らか に読み取る こ とが出来るの で ある｡

鷹 の < 郷村 > は ブ ル ネイ独立以前に 学生週報に掲載された作品な の で ､ 平明だが､ 大自然に

囲まれ て 田野を遊び場と し､ 榔子と緑に 囲まれた郷村で 成長し､ ドリ ア ン､ マ ン ゴ ス チ ン､ 巴

巴令など の熱帯の 果物を心待ち に した少年期の思い出を措い た散文詩と言う べ き文章で ､ 生 ま

れ育 っ た土地 に対する愛着を表現して い るもの で ある｡

ま た < 帰途上 > は､ や はり郷村を背景に ､ 原住民族農民の争い を水牛､ 果樹園 ( 果子園) ､

バ ナ ナ畑 そ し て降頑 ( ゴ ン タウ) と い う土着の呪術を巧みに配置して 日常性と本土性を描き出

して いる微型小説で ある｡

5 . 終わりに

こ の よう に 見て くると
､
ブ ル ネイ華文文学に本土性が な い とは

一

概 に言え な い が､ ｢ 鮮明な
``

本土文学伝統
'

が な い｣ の は時間と作品や文学批評の蓄積が少な い こ と に原因す ると い う指

摘はそ の 通り で あろう｡ しか し､ も っ と重要な原因はブ ル ネイ の特殊な国情 (君主制､ 国泰民

安 ､
政治 に対す る無関心 ､ 華人 の身分問題等 々) に あ ると い うな らば ､ 些か考慮す る必要があ

ろう｡ つ ま り､ 華人 の身分問題を除い たブ ル ネイ の 国情は華人以外の 国民に も当て はまる こと

な の で ある ｡ で あ るならば マ レ
ー

人 の文学状況はどうな の で あ ろうか ｡ や はり感時憂国の文学

はな い の で はな い だろうか. マ レ
ー

語文学の本土性は如何に表現され て い る の だろうか｡ む し

ろ広く マ レ ー

文学世界の 中に属する の で はな いだ ろうか｡ 聞くと こ ろ に よると マ レ ー 語文学の

組織はあるが ､ 毎年ブ ル ネイ大学で授賞式が行われ て い て ､ 作家も出席者もブルネイ大学の先

生ばかりで ､ ブ ル ネイ の マ レ
ー

語文学の世界は大きくない と言う こ と で あ っ た｡ ブ ルネイ の華

文文学は こ の 点も比較して みなければならな い｡ む し ろ人口比か ら見た ならば華文文学の方が

大きい かも知れな い の で ある｡

華人 の身分問題 に関連して ､ た と えば葦人人口 の 5 分 の 1 が公民 に属さず ､ 永久居民或い は

無国籍で ある故に ブ ルネイ国家に 対する帰属意識の表現が出来ない ､ 或 い は希薄で あるならば､

ボ ルネオ の大地に 帰属し､ 大 きな華文文学世界に自ら の文学を位置付ける こ と に よ っ て発展の

方向を見出す こ とが出来るの で はな い だろうか｡ サ ラ ワ ク州クチ ン の呉岸が､ 自ら ｢ 泣譲江畔｣

の詩人と称 して い る の は マ レ
ー

シ ア国家に対する帰属意識よりもボ ルネオ ､
サ ラ ワ ク に対す る

帰属意識即ち本土性を表象して い ると言え よう｡ 油城 ( ブ ルネイ) の 詩人や油城の作家が国家

の 枠を超え て ､ 世界華文文学に油城の 本土性を発信して いく ことば ブ ルネイ華文文学発展の方

向の
一 つ と言えな い だ ろうか ｡ ､
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